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例

　
一
、
散
文
作
品
の
引
用
は
、『
竹
取
物
語
』『
落
窪
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
紫
式
部
日
記
』
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』、『
う
つ
ほ
物
語
』
は
『
う
つ
ほ

物
語　

全　

改
訂
版
』、『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』『
蜻
蛉
日
記
』
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。
仮
名
遣
い
や
表
記
は
基
本
的
に

テ
キ
ス
ト
の
ま
ま
と
し
た
が
、
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
不
明
な
語
に
つ
い
て
は
（
マ
マ
）
と
傍
記
し
た
。
引
用
後
の
（　

）
内
に
、
巻
名
や
頁
数

を
示
し
た
。
巻
名
の
表
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
。『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
の
巻
数
を
○
内
に
示
し
た
。

一
、
韻
文
作
品
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
適
宜
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
改
め
た
。
引
用
の
後
の
（　

）
内
に
、
巻
名
や
歌
番
号
な
ど
を
示

し
た
。「　

」
内
は
、
題
や
複
数
首
前
に
書
か
れ
て
い
る
詞
書
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
和
歌
は
、
新
訓
に
漢
字
を
あ
て
て
示
し
た
。

一
、
注
に
和
歌
を
引
用
す
る
際
は
、
詞
書
・
作
者
名
・
和
歌
本
文
の
間
に
／
を
挿
入
し
て
示
し
た
。

一
、
各
引
用
は
次
の
方
法
で
行
っ
た
。

１
、
稿
者
に
よ
る
注
を
（　

）
内
に
示
し
た
。

２
、
適
宜
傍
線
を
施
し
た
。

３
、
ル
ビ
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
残
し
た
。

４
、
旧
字
体
の
漢
字
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

５
、
反
復
記
号
「
ゝ
」「
ゞ
」「
〳
〵
」
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
変
換
で
き
な
い
も
の
は
他
の
反
復
記
号
に
改
め
た
。

一
、
各
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
略
称
を
用
い
た
。

・『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
…
『
新
大
系
』

・『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
…
『
新
全
集
』

・『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
…
『
旧
大
系
』

・『
校
注
古
典
叢
書
』
…
『
校
注
叢
書
』

・『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
…
『
新
潮
集
成
』

・『
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
』
…
『
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
』

・『
う
つ
ほ
物
語　

全　

改
訂
版
』
…
『
お
う
ふ
う
』

一
、
稿
者
に
よ
る
現
代
語
訳
は
《　

》
内
に
示
し
た
。
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3 序章

一　

本
書
の
目
的

本
書
は
、
日
本
の
一
〇
世
紀
に
作
ら
れ
た
物
語
に
お
け
る
和
歌
を
、
和
歌
史
の
中
に
位
置
付
け
、
和
歌
史
の
要
素
と
し
て
示
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
の
一
〇
世
紀
に
は
、
和
歌
に
様
々
な
動
き
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
幅
広
い
身
分
層
に
わ
た
っ
て
日
常
的
に
和
歌
が
詠
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
贈
答
歌
が
盛
ん
に
詠
み
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
定
数
歌
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
歌
合
や
歌
会
と
い
っ
た
、
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
催
し
が
度
々
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
私
家
集

が
数
多
く
編
纂
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
和
歌
の
性
質
や
表
現
、
用
い
ら
れ
方
を
通
史
的
に
捉
え
る
和
歌
史
に
お
い
て
、
一
〇

世
紀
は
注
目
す
る
べ
き
時
代
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
時
代
に
は
、
物
語
が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
そ
の
一
部

が
残
っ
て
い
る
の
み
だ
が
、
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
作
品
も
必
ず
和
歌
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
物
語
の
中
の
和
歌
も
当

時
の
和
歌
の
一
部
な
の
で
あ
り
、
和
歌
は
、
現
実
世
界
と
物
語
世
界
の
二
つ
の
世
界
の
壁
を
越
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

和
歌
史
を
捉
え
る
に
は
、
和
歌
が
二
つ
の
世
界
を
越
境
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
従
来
の
和
歌
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
で
物
語
の
和
歌
が
捉
え
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
〇
世
紀

の
和
歌
史
は
、
当
時
の
歌
人
や
そ
の
歌
風
、
当
時
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
集
の
特
徴
な
ど
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
現
実
世
界
に
生
じ
た
和

歌
の
動
き
を
軸
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
一
〇
世
紀
の
物
語
の
和
歌
は
、
和
歌
史
か
ら
外
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
物
語
の
和
歌
を
和
歌
史
と
結
び
付
け
る
考
察
、
す
な
わ
ち
、
物
語
の
中
の
和
歌
を
現
実
世
界
に
お
け
る
和
歌
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
捉
え
る
観
点
に
明
確
に
基
づ
い
た
考
察
は
、
物
語
の
成
立
順
に
沿
っ
て
言
う
と
、『
源
氏
物
語
』
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
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4序章

に
成
立
し
た
物
語
の
和
歌
に
つ
い
て
も
、
同
時
代
の
和
歌
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
考
察
は
わ
ず
か
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
、
表
現
が
物
語
の
和
歌
と
現
実
世
界
の
和
歌
に
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
指
摘
に
留
ま
り
が
ち
で
あ
り
、
表
現
が
共

通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
和
歌
史
と
し
て
の
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
観
点
は
、
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
一
〇
世
紀

に
成
立
し
た
物
語
の
和
歌
研
究
に
お
い
て
は
、
和
歌
史
的
観
点
が
確
立
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

か
つ
て
、
小
町
谷
照
彦
氏
が
「
物
語
日
記
文
学
の
形
成
に
か
か
わ
る
和
歌
の
役
割
は
何
か
（
（
（

」
と
い
う
題
目
の
論
考
を
発
表
し
た
。

従
来
、
物
語
内
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
題
目
の
よ
う
な
観
点
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
和
歌
は
、
物
語
の
登

場
人
物
の
描
き
方
や
主
題
、
展
開
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
特
有
の
物
語
世
界
の
構
築
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
と

い
う
観
点
で
あ
る
。
小
町
谷
氏
は
、
右
の
論
考
に
お
い
て
複
数
の
物
語
や
日
記
に
着
目
し
て
、「
漫
然
と
和
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
箇
所
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
や
作
者
が
必
ず
何
ら
か
の
方
法
意
識
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
常
」
だ
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
物
語
内
の
和
歌
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
小
町
谷
氏
が
指
摘
す
る
と

こ
ろ
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
や
作
者
」
の
「
方
法
意
識
」
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
基
本

的
に
個
別
の
物
語
を
対
象
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
物
語
の
枠
を
越
え
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

先
述
の
よ
う
に
、
物
語
の
和
歌
を
和
歌
史
の
一
部
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
に
関
し
て
は
し
ば

し
ば
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
早
く
に
後
藤
祥
子
氏
（
（
（

は
、『
源
氏
物
語
』
中
の
和
歌
に
見
ら
れ
る
「
新
出
歌
語
」
が
「
前
代
の

広
範
な
」
和
歌
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
物
語
内
の
和
歌
の
特
徴
的
な
表
現
に
は
、
後
代
の
和
歌
に
見
ら
れ
る

「
流
行
」
の
「
先
が
け
」
と
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
以
降
、
複
数
の
研
究
者
が
、『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
と
和
歌

史
の
接
続
を
考
え
て
い
る
（
（
（

。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
の
歌
語
や
表
現
の
特
徴
に
目
を
向
け
る
も
の
が
多
く
、

こ
の
物
語
特
有
の
歌
語
や
表
現
が
複
数
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
、
和
歌
が
地
の
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